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・移動手段毎のCO2の排出量（「見える化」技術）や高度道路交通シ

ステムにより公共交通機関の運行情報を移動者がいつでも把握する

ことができ、その情報に基づき環境負荷の小さい移動手段を選択し

ている。

・都市部での自動車利用は共同所有やレンタルが主流。

・地域の街作りに住民は様々な形で積極的に参加している。

・車体の軽量化やモーター駆動自動車（プラグインハイブリッド自動

車・電気自動車・燃料電池自動車）の普及などにより、自動車単体は

大幅に高効率化。自動車による大気汚染問題は大きく改善されている。

・様々な種類のパーソナル移動体（一人乗り）が数多く誕生。移動手段

の選択は大幅に広がる。

・高度道路交通システムにより移動体の自律的な運転が可能。交通事故

がほぼゼロになっている。

・都市規模に応じて鉄道、バス、モノレール、LRTなどといった公共交

通機関が適切に選択、組み合わされて運用されている。

・物流については先端的情報技術によって高度管理が行われ、鉄道・

船舶・自動車が適切に組み合わされ、低炭素物流システムが形成さ

れている。

・公共交通機関の駅を中心としてトランジットモールや自転車専用道

路が形成されるなど、歩行者や自転車利用者、高齢者に優しいコン

パクトな街が形成されている。

・カーシェアリングシステムが整備され、人々は必要なときに必要な

サイズの自動車をレンタルする。

・自転車についても、高度情報技術を用いた管理システムによるレン

タルサービスが各所に普及。

・高度道路交通システムは、交通情報を収集・提供するだけでなく、

高度な道路利用課金方法を可能にし、低炭素交通システムを実現す

る基盤を形作っている。

心 Spirit2. 低炭素社会の具体的イメージ（２）
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－ 居住空間・就業空間（住宅・建築物）－

・家でも仕事場でも、無駄にエネルギーを使わないようにする、自然のエネル

ギーは有効に利用するという心構えが当たり前になっている。

・「見える化」技術によって提供される正確な情報に基づき、省エネ行動を実

践している。

・無駄なエネルギーを使わないようにするということについて、家庭、マン

ション住民、社員といったそれぞれの構成員が、常に高い環境意識の下に協

働して省エネを実現している。

・洗練された高度情報技術の活用によって、自宅の立地に関わらず、自宅や自

宅近辺の施設において会社と同様の作業環境を構築することができ、働き方

の自由度が大幅に増している。企業にとっても、立地の自由度が高まり、大

都市に立地せずとも世界市場での仕事ができるようになる。

・我が国の「ものづくり」力を集結したエネルギー効率の高い機器（高効率

ヒートポンプ、高効率照明など）や自然エネルギー利用技術が開発され、広

く普及している。

・電力や熱は、太陽エネルギー利用や燃料電池などによって住宅・建築物にお

いて生産されたもの、系統電力や熱輸送管などを通じて外部から供給された

ものが合理的に組み合わさって使用されている。

・ITによる制御技術によって照明や空調は生活者の動きに合わせて運転されて

いる。

・木造住宅・建築物の普及が拡大。中層階の建築物にも木造が採用されている。

・地域それぞれの気候条件に適した住宅を生み出すデザイナーと匠が育成され、

自然を建物内に上手に取り入れ、また、冬季は暖房を使わなくとも十分に暖

かい、快適な空間を提供する建物が普及している。

・住宅・建築物の寿命を延ばす工法・デザイン（200年住宅）やエコ改修が普

及。住宅中古市場が活性している。

・各自が使用している機器のCO2排出量を、いつでもどこでも把握できる「見

える化」（環境負荷の表示、環境配慮行動に関するアドバイスなど）インフ

ラが整備されている。

心 Spirit2. 低炭素社会の具体的イメージ（３）
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